












 

心電図検査が普及するにつれて小児期の完全房室ブロックも決して稀な疾患でなくなりつ

つある。今回,その臨床所見,ペースメーカー植え込みの適応,予後などにつき検討した。対

象は名古屋市および近郊の 9施設にて管理されているもので先天性房室ブロック38 例,後

天性完全房室ブロック6例の計44例である。なお,先天性完全房室ブロックの診断はYater

の基準に従った。また,後天性完全房室ブロックについては手術後のものと心筋炎などによ

る一過性のブロックは対象から除外した。 


